
大宮支部で Ｅ６とＥ７のしゅうりが おこなわれている。

「オレのたいせつなＥ６を こんな目にあわせやがって……」

「つぎはぜったいに かちましょう……!」

そのさぎょうを見つめるハナビとタイジュが くやしそうにつぶやく。

「なあ、アブト !　パーフェクトＺ合体って いったよな？」

ハナビのぎもんに アブトがこたえる。

「ああ。いままでのＺ合体に さらなるつよさをくわえた あたらしいシステムだ。

  ザイライナーも ２つの車りょうをつかう。うでとあしに 合体するんだ」

「それが パーフェクトＺ合体ですか……!」

「すげぇ !」

タイジュとハナビが こうふんぎみに目をかがやかせる。

「おれもすこしだが パーフェクトＺ合体のせっけいを 手つだうことができた」

アブトはうれしそうに はなしをつづけた。

そして シンはいま 日本にいない。

ゆめをかなえるために メキシコへと たび立っているのだ。

「あいつがいないぶん おれたちががんばらないとな」

「ああ !　日本のへいわとあんぜんは───」

「自分たちで まもりましょう !」

アブトとハナビとタイジュは グータッチで しょうりをちかい合うのだった。
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